
さしっ子便り 

佐志小の５年生は、ワカメの種付けから収穫までを「ブルーカーボンプロジェクト」 

として、からふさ研究会様、九州大学、日本航空、市役所、水産振興センター 

との連携で進めてきました。１１月に種付けをしたワカメが成長し、2月１９日に 

収穫作業をしました。 

ワカメは二酸化炭素を吸収し、海水を浄化する力をもっています。また海を 

豊かにし、地球環境に良い影響を与えます。「カーボンニュートラル」について 

九大の早渕教授からお話をしていただき、ついで、日本航空のグランドスタッフ 

の方から、SDG‘ｓの具体的な取組について説明がありました。その後、現地で 

収穫作業を行いました。昨年ほどの収穫量ではなかったものの、子どもたちは 

大喜びでビニール袋いっぱいにワカメを詰めました。その後、佐志浜海岸のごみ拾いをしました。 

 

 

 

    

    

 

 

 

学校教育目標 「わたしらしく あなたらしく 輝くさしっ子」～気づき・考え・実行する子どもの育成～ 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【挿絵】５年 山口こうたさん 

唐津市立佐志小学校 

学校だより 第 24号 

令和 8年 2月 24日（水） 

文責：校長 平山美代子 

〈児童の感想〉 

◆今日、１１月に種付けをしたワカメを収穫した。種付けをした時には、カビみたいに小さかったのに収穫す

ると長い髪の毛みたいになっていた。自分たちが種付けしたワカメが大きくなってうれしい。特に３か月

ほどで、あそこまで大きくなることに驚いた。このワカメたちが地球のＣＯ2 を減らしてくれているからあ

りがたい。（５年 一宮ゆうまさん） 

◆ワカメは緑色だと思っていたけど、緑じゃなくて茶色っぽい色で 

びっくりしました。想像していたよりも多く、大きくておどろきました。 

自分たちが１１月に植えたときは１センチくらいの大きさだったけど、 

３か月でとても大きくなると、初めて知りました。大学の先生や JAL 

の方の話を聞いて、CO2を減らしていきたいです。そのためにワカメ 

や植物を増やし、節電もがんばりたいです。（５年 長谷川れんとさん） 
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九州大学 早渕教授の講話 日本航空グランドスタッフの講話 漁港に水揚げされたワカメ 

収穫を喜ぶ児童 ワカメ収穫の様子 佐志浜海岸清掃の様子 

【挿絵】５年 山口こうたさん 

【挿絵】５年 一宮ゆうまさん 



 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

◆第 66 回 学童美術展立体審査 2/12 
〈県特選〉 

２年 山口こたろうさん 

４年 池田ことねさん 

５年 宮嵜しゅどうさん 

６年 飯田かのんさん 

〈県準特選〉 

 ２年 吉田いろはさん、吉田たいがさん 

 ３年 坂本ひなたさん 

 ５年 横山ほのかさん 

  ６年   横山りむさん、中川かいやさん 

        伊藤ほのかさん、川添せらさん 

〈地区入選〉 

１年 いわいしおんさん、大くぼそうすけさん   

たかさきるきとさん、つざきごうさん 

たかもりいつきさん、なかのあやとさん 

２年 赤木ゆうあさん、堀川ちほさん 

渡辺とあさん 

３年 宇都宮さほさん、野﨑うみさん 

吉田あやなさん、本山まあやさん 

４年 徳永こうしさん、中川けいとさん 

吉田りせさん、池田はるきさん、 

平田せなさん、吉田ゆうまさん 

５年 中尾めいさん、風本まりんさん 

一宮ゆうまさん、千葉れいすさん 

濱口まおさん、平田なつさん 

６年 入江うみさん、藤河けいさん 

山岡ねおんさん 
 

◆ピアノ日本バッハコンクール全国大会 2/14・15 

〈小学 1・2 年生部門 奨励賞〉１年たにぐちわかな さん 
 

    

 

 

     

 

 
みんなの表彰 

「チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
い
っ
ぱ
い
た
べ
た
い
な
」 

２
年 
山
口
こ
た
ろ
う
さ
ん
の
作
品 

「
願
い
を
か
な
え
て
い
る
龍
」 

４
年 

池
田
こ
と
ね
さ
ん
の
作
品 

「大
漁
が
釣
れ
そ
う
な
人
」 

５
年 

宮
嵜
し
ゅ
ど
う
さ
ん
の
作
品 

「世界で一つの宝箱」 

６年 飯田かのんさんの作品 

佐志小ギヤラリー 
児
童
玄
関
、学
年
の
廊
下
、教
室
内
に
は
、子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

よ
か
っ
た
ら
、い
つ
で
も
ご
覧
に
な
ら
れ
て
く
だ
さ
い
。子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
性
と
表
現
力
、す
ば
ら
し
い
で
す
。 

読
み
聞
か
せ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

二
学
期
以
降
、
保
護
者
、
地
域
、
卒
業
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
今
年
度
六
回
の

読
み
聞
か
せ
の
時
間
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ゆ
っ
く

り
と
気
持
ち
を
落
ち
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ

り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 


